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人口：１３１，８９３人
男性＝６５，４７７人
女性＝６６，４１６人

（令和６年１２月１日現在）

面積：１７．５７㎦

年齢組成：
年少人口率 １０．８％
高齢化率 ２６．４％

（令和６年１２月１日現在）

（参考）全国平均
年少人口率 １１．１％
高齢化率 ２９．３％

（出典：「人口推計」総務省統計局
令和６年１２月概算値）

東京から約40km、横浜から約20km
※東京から小田急線で約１時間

資源物・リユース品売却収入
令和３年度 ８，６１４万円
令和４年度 １億３，２９９万円
令和５年度 １億２，８３８万円

※内リユース品売却収入（修理販売除く）
令和３年度 ０円
令和４年度 ６００円
令和５年度 １７万８，９００円
令和６年１０月まで ２２万４，７８５円

生活系ごみ１人１日当たりの排出量

全国第１８位／２３２自治体中
※ 特別区を除く人口10-50万人の区分 1人1日当たり 405ｇ

生活系・事業系合わせた１人１日当たりの排出量

神奈川県内 第１位 ※1人1日当たり 678g

座間市の紹介
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【環境省】一般廃棄物処理実態調査結果令和４年度調査結果よ
り
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✓R5.4 部署名に「リユース」を付けた「リユース推進課」を新設【全国初】
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資源物とごみの分別収集カレンダー（※全市民に毎年に配布）

表 裏
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１．子供服のリユース

サイズの合わなくなった子供服を保護者に持ち寄ってもらい、必要としている人に無料譲渡



令和５年４月から市内公立中学校の制服を共通化することで、従来は学校が異なるとリ
ユースができなかったものが、市内全校の間で広くリユースできるようになり、幅広いリユー
スが可能になった。

２．公立中学校の制服共通化
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市が事業で必要な物品について、購入という選択をする前に、当該物品を廃棄物として処分している事業者を探し出し、
無償提供を受けてリユースするとともに希望する市民に当該物品を無償提供した。これにより廃棄物の減量だけでなく、民
間事業者は処理費用の削減、市や市民は物品購入費用の削減につながった。また、市で必要な物品を常時募集し、民間
事業者から無償提供を募っている。（令和４年度 環境省リユースモデル事業 採択事業）

３．市が民間事業者の廃棄物を無償譲受
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市役所で不要になり、従来は廃棄していた備品や消耗品を市民に無償提供
組織改編や年末の大掃除で廃棄物が大量に出た際に、不定期で「リユースマーケット」を開催し、物品を市民や事業者に
無償提供。これにより市は廃棄物処理費用を削減でき、市民は、欲しいものを無料で手に入れることができている。

（令和４年度 環境省リユースモデル事業 採択事業）

品目 数量 品目 数量

デスクマット 2 穴あけパンチ 1

ショーケース 1 懐中電灯 1

台 2 パイプ椅子 11

バインダー 2 台車 1

A1ファイル入れ 7 浄水器 1

いす 18 額縁 1

キャビネット 7 収納棚 2

机・テーブル 12 ごみ箱 5

折りたたみ机 4 ラジオ 1

丸椅子 3 収納パン 5

脚立 1 レターケース 3

ブックシェルフ 1 収納ボックス 2

合計 94

令和５年２月実施結果（備品類限定）

方法：先着順
（申請書を用意し、現場で書いていただく方式）
結果：初回となった令和５年２月は、LINE通知後３時間で１０組を超える方が来庁
（最初の来庁者は、LINE通知からわずか５分後）

４．市が市民や民間事業者に廃棄物を無償譲渡
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この記載で、更なる資源循環を促進



東急（株）のスマホアプリ「common」は、みんなが集まる街のアプリであり、このアプリの無償「譲渡」機能を使えば、使わ
なくなったものや、余ったモノなどを、街に設置されたcommonボックスなどを使い、街の誰かに譲ることができる。

本市は、この機能を使い、市民同士のマッチングが成立した物品について、廃棄物処理法の枠内で、粗大ごみの収集
スキームを使い、市が市民同士に代わって、物品を無償で輸送する仕組を全国で初めて構築した。

（令和５年度 環境省リユースモデル事業 採択事業）

５．東急（株）スマホアプリ「common」の活用【一部全国初】
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集積所からの廃棄物の持ち去り対策を兼ね、市内リサイクルショップ（カエルファクトリー）と提携し、資源物が持ち去られる
前、かつ、行政収集が行われる前に、リサイクルショップの車両が直接集積所から、リユース可能な廃棄物を回収。市は、
同事業者に当該物品を売却している。同ショップでは、物品の選別を福祉作業所で行っているため、この取組は、地域福
祉にも貢献したものになっている。

６．資源物の持ち去り対策として、集積所に出ている廃棄物を直接リサ
イクルショップに回収してもらい、同ショップに売却【全国初】
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家具の展示販売を行っている公共施設
（座間市立生きがいセンター）

７．粗大ごみや資源物で回収したもの中でリユースできそうなものは、
公共施設でも展示販売するほか、民間事業者（（株）ワットマン）に売却

粗大ごみから出たカートやギター 資源ごみから出た食器類
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ワットマンに売却しているものの一例
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